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Mechanical strength of several polymers derived from maleic anhydride was mea-
sured at room temperature by an Instron type testing machine. The resu1ts show that 
these polymers are brittle at room temperature. Among them， poly N-phenylmaleimide 
shows the highest strength and the highest softening point in comparison with the 
other polymers tested. 
When the aqueous solution of maleic anhydride-vinylacetate copolymer is heated， 
copolymer undergoes deacetylation and lactonization with the formation of the carboxy 
lacton polymer. 















成比を計算すると， 1 :1.6-1.9でやや酢酸ピニルが過剰である O







ポ リ '7 |融 解 占 〔η〕 |ポりマーγ|モノマー組 比
無水7 レイン酸一酢酸ピニル~ ~ I 300 0.52 1 : 2.0 
N L 300 0.52 1 1.6 
SAH 300 0.95 1 : 1.9 
無水マレイン酸ースチレン 268 1.02 1 : 1.1 
N-フエニルマレイミドー酢酸ピニル 280 0.25 1 : 0.8 
N-フエニルマレイミドースチレン 295--310 0.76 1 1.2 




なり大きいとみられるo 酸価より求めたポリマーのそノマー組成比は 1: 1.1で交互共重合体であ
るo
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N-7エニiレマ Lイミドー スー ケレン コit，"IJ干ー
伸長力と伸びとの関係
表3 マレイン酸誘導体ポリマーの強度
| ポ リ マ ー |強度勾/cm2
無水マレイン酸ー酢酸ビニル N L I 46.5土 3.41 
N H I 52.1土 3.9I 
I ~. 'T~ ~ 1， A '/ ~_~ 4- ~/A~ :~.~土 54|師、水マレイン酸ースチレン 54.7土 5.4! 
N-フエニルマレイミド 酢酸ピニル1.8土 0.8i 
N-フエニルマレイミドースチレン 37.6土 5.3
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図6 無水マレイ γ酸ースチレγコポリマーの赤外線吸収とその変化
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図9 無ホマレイン酸-酢酸ピニルコポリマーの赤外糠吸収とその変化
間加熱すると， 1，860側 -1， 1，785伽ー1の吸収帯が消失し，l，175cm-1に肩が生ずる。 4時間後には
1，225伽ー1の胆収帯が減少し，l，175cm-1に弱い吸収があらわれるo9.5時間後には1，775cm-1に肩が
あらわれl，735::m-1の吸収帯は幅広くなるO しかも l，175cm-1の吸収帯は1，225cm-1の吸収帯より強
くなるo 16.7時間後にはl，770:;m-l付近に肩， 1，735cm-1付近に幅広い吸収帯があり，1，225cm-t， 
l，030cm-1の吸収帯はほとんど消失し 1，175cm-1の吸収帯のみとなるO すなわち水との加熱によっ
374 福井大学工学部研究報告第13巻第2号
て1，860叩ー に 1，780cm-t， 1，225cm-1， 1，030cm-1の吸収帯が減少し，1，770-1，730明 -1に幅広い吸
収帯， 1， 175cm-1に新しい吸収帯が生ずる。吸収帯の変化を明らかにするため，まずポリ酢酸ピニ

















収帯のうち 1， 860cm -1， 1， 790cm -1， 1 ， 025cm -1は酸無水物基に特有な吸収帯で、あり， 1，740棚 -1















ン酸イオンの逆対称伸縮振動は1，578加ー 1に， 対称伸縮振動は1 ， 408~-1 にあらわれるとされてい
る8)。 これよりラグトン環はアルカリにより分解してオキシ酸塩に，カルポン酸はカリ塩になりた
と解される。さらにこの K一塩を水にとかし塩酸を過剰に加えてポリマーを沈澱させ， その吸収を
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図4にみられる強度の増大は分子間架橋結合の生成によるとも考えられるが，長時間加熱しでも
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